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はじめに
P.G.M. Dicksonが明らかにした17世紀末の「第一次金融革命」は、17世紀の『第一次金融
革命』が近代国家の財政基盤を確立したが、スミスが示唆した通り、貨幣の購買力は時空を

超えて変動し、ゼロ利潤均衡との間で『利潤のパラドックス』を生み出し続けてきた。

1 支払単位数史観（HPUCD）とは
HPUCDとは、経済活動の本質を「主観的な価値」や「時空依存的な購買力」に求めるので
はなく、物理実体としての情報が刻印された「支払単位数の確定性」に求める歴史観であ
る。その分析視点・論理命題を要約すると次のようになる。

1.1 【分析視点】
1.1.1 【支払】 (Payment as Translation)
1.1.1.1 支払とは PUC の並進（変換）である。

支払 ∈変換 (Translation, Verschiebung)

※ 支払とは時空における 単位数（UC: Unit Count）の請求権を A (PUC)から B (RUC) へ
「ずらす」操作である。

1.1.1.2 変換としての支払は、物理学的な基本変換と同等である。

変換の集合 ≡ {支払,時間の推移,空間の移動,回転...}

1.1.2 【対称性】 (Symmetry)
1.1.2.1 対称性の定義

変換 T  に対して系が不変（Invariant）であることを対称性という。

変換(T )に対して不変⟺ 対称性

1.1.2.2 対称性と保存則の連結（ネーターの定理）

対称性がある ⟹ 保存則

1.1.2.3 主要な対称性の分類と経済的解釈（割愛）

1.1.3 【量子性】 (Quantization)
1.1.3.1 定義

量子性⟺ 離散性 ∧不可分性 ∧全同性

1.1.3.2 量子性と対称性の論理関係

1.1.3.2.1 位相的安定性（不可分性は保存の最小単位を定義する）

不可分性 ⟹ 一価性（Univalence）⟺ 演算における保存の絶対性



※ 計算上の四捨五入や切り捨てという Congestion を、実体の不可分性によって根絶する）

1.1.3.2.2 全同性は対称性の前提である:

全同性 ⟹ 交換対称性 (Permutation Symmetry)

1.1.4 【保存則】 (Conservation Law)
1.1.4.1 保存則の定義：不増・不減の貫徹

保存則⟺ 不増 (No addition) ∧不減 (No loss)

1.1.4.2 系の限定

保存則 ⟹ 閉鎖系 ∨孤立系 (NMO Sanctuary)

1.1.5 保存される物理量の集合
保存量集合 ≡ {質量,エネルギー,電荷,支払単位数(UC)...}

1.1.6 【尺度】 (Measure / Absolute Gauge)
1.1.6.1 尺度の対称性:

尺度 ⟹ 変換（支払・時間・空間）に対して不変⟺ 対称性

1.1.6.2 尺度と量子性の等価性:

尺度⟺ 量子性（全同性 ∧離散性）

※ スミスの労働価値説が「尺度」に届かなかったのは、労働に真の「全同性」を見出せな
かったからである。

1.1.6.3 尺度の孤立性（デカップリング）**:

1.1.6.4 尺度と保存則の循環参照

保存されないものは、尺度（物差し）として機能し得ない。

尺度 ⟹ 保存則 ⟹ 孤立系

1.1.6.5 歴史的結論:

「不変の価値尺度」は、歴史上のどの実体にも宿らなかった。それは 2.3【量子性】 という
物理的要件を満たす NMO というシステムにおいて、初めて人類の前に「現象」として降臨
するのである。NMOが「絶対的尺度」たり得るのは、それが「全同な量子」で構成された
「孤立系」において「保存則」を実現しているからである。

1.2 【HPUCDにおける経済時空】
支払単位数史観（HPUCD）は、経済時空を３つの層で見渡す。

真の尺度⟹ 外部のノイズ（インフレ・政策）からの物理的遮断

⟺ 孤立系



1.2.1 The Contents of the UC Trinity

Scope Nomos (The 
Rule)

Logos (The Structural Rule) Resolution

Macro Global 
Conservation

PUC ≡ RUC Whole 
Period

Mezo Local 
Conservation

RUCi,tin
≡ QUCi,tout

+ PUCi,tout t (point)

Micro Agent 
Sustainability

∑t∈T QUCi,t ≡ ∑t∈T RUCi,t −∑t∈T PUCi,t > 0 T  (period)

【abbreviations】
PUC: Payment Unit Count
RUC: Receipt Unit Count
QUC: Quiescent Unit Count, waiting for future exitation of PUC.

HPUCDは、単一主権内の決済を「情報の散逸（Loss）」のない物理的プロセスへと回帰さ
せる。具体的には、個別の決済における対称性 PUC ≡ RUC （マクロ・ロゴス）と、主
体・期間集計によるグローバル保存則（全ての QUC が次なる PUC へと励起される状態
QUC ≡ 0: メゾ・ロゴスのローカル保存則を主体・期間集計することによって求められる）
が成立する孤立系、すなわち「人工サンクチュアリ（Artificial Sanctuary）」の構築を提唱
する。

各国中央銀行がこの物理的保存則をQSDP（Quantum-level Secure Distribution
Protocol）によって実装・管理することこそが、本報告が定義する新貨幣秩序（NMO: New
Monetary Order）の本質である。これこそが、サトシ・ナカモトの「計算主義」という第
一の革命を「実在論的物理学」によって上書きする、第二次金融財政革命の実態に他ならな

い。

2 NMOによる「サトシ・パラダイム」の超克
本報告の構想段階においては、ビットコイン（BTC）が提示したProof of Work（PoW）の
検証権限を中央銀行コンソーシアムに委譲することで、スケーラビリティとレイテンシの課

題を解決し得るとの仮説に立脚していた。しかし、暗号学的ハッシュ値の生成やデジタル署
名の検証計算は、いかに計算資源（CPU/GPU）を増強したとて、秒間数百万件を超えるグ
ローバルな実需決済を処理する際には、必然的に論理的な「渋滞（Congestion）」を招く。
この遅延は、ハッカーに介入の隙を与えるだけでなく、膨大な電力消費という環境的外部不

経済をもたらす。

これらの「計算主義的限界」を突破する手法として、本報告が提示するHPUCDは、半導体
チップの物理的個体差を利活用する「ナノ共鳴法」を核とする。これは、各国中央銀行が策

定する独自のQSDPを、衛星通信網を介して各端末のナノ構造と同期・管理する、全く新し
い通貨執行モデルである。

2.1 「デジタル署名」vs「ナノ共鳴法」構造対照表

比較項目 デジタル署名 (旧来/計算主義) ナノ共鳴法 (HPUCD/物理主義)

信頼の根拠 数学的複雑性（計算資源の投
入）

物理的不可逆性（ナノ構造の原子配…



比較項目 デジタル署名 (旧来/計算主義) ナノ共鳴法 (HPUCD/物理主義)

識別の実体 論理データ（0と1のビット列） 物理的個体差（PUF：物理的複製不能
機能）

秘匿性の保持 ストレージ保存（漏洩・コピー
の懸念）

ハードウェア固着（抽出・複製が物理

的に不可能）

認証プロセス 逐次的な算術演算（アルゴリズ
ム処理）

物理的共鳴現象（Resonance）

決済の確定 論理的な合致（True / False） 物理的な相転移（共鳴による導通の成
立）

価値の保存 外部台帳（Blockchain）への記
録

チップ内のエネルギー余韻（RUC）の
刻印

スケーラビリ

ティ

検証コストに伴う「渋滞」の発
生

光速に近い物理現象による即時決済

耐攻撃性 量子計算等による解読リスク 宇宙の熱力学的法則による「墨守」

2.1.1 ナノ共鳴法による「実体性」の回復
サトシ・ナカモトの革命は、通貨を「計算」に還元したが、それは同時に膨大な電力消費と

遅延（Congestion）を招いた。
本報告が提唱するナノ共鳴法は、半導体の製造過程で不可避的に生じるナノレベルの物理的

個体差（PUF: Physical Unclonable Function）を、受領単位（RUC）の物理的担保とす
る。ビットコイン（BTC）における『秘密鍵（Private Key）』の機能を代替し、さらに昇華
させるのが、各支払端末に固有のチップが備えるナノスケールの構造的偏差（ナノ指紋）で

ある。旧来のBTCでは、数学的演算によってほぼ無限に公開鍵ペアを生成・管理するプロセ
スが必要であったが、ナノ共鳴法においては、単一の物理的実体（チップ）が備える位相同
期の多重化能力により、一つの端末のみでグローバルな決済と多通貨の共存が完遂される。

2.1.2 波動の直交性と情報の多重抽出理論

ナノ共鳴法における情報の保持は、既存のストレージ（保存容器：USBメモリ）への「書き
込み」ではなく、シリコン結晶という「媒質」への「波動の多重重畳（オーバーレイ）」に

よって行われる。ここで鍵となるのが物理学における「波動の直交性（混ざらずに取り出せ

る性質）」ある。

不変の真理: デジタルデータはコピー可能だが、原子の配置（ナノ構造）は宇宙原理的
にクローンが不可能である。これが「二重支払」を物理的に封じる。

低消費電力の証明: 信頼の根拠を「継続的な計算（PoW）」から「静止した構造
（Quiescent Structure）」へ移管することで、決済時の電力消費をパルス一回分（ナノ
秒単位）へと最小化する。

1. **情報の多重共存: フィルムを何枚も重ねるイメージ
一個のチップ内には、製造時の個体差（ナノ指紋）という不動のベースラインの上に、
過去の膨大な決済履歴（RUC/PUC）が、異なる位相と周波数を持つ「波」として同時
に刻み込まれている。



2.1.3 歴史的背景

Phase years events

理論の萌芽 1950-60年
代

半導体物理学の発展により、シリコン内部の格子の震え（フ
ォノン）や、電子の波動的性質が解明

ナノ指紋の
発見

2000年代
初頭

PUF（Physical Unclonable Function）という概念の登場。

位相同期の
制御

2010年代-
現在

衛星量子通信（墨子号など）の研究により、ナノレベルの
「位相同期」が進展中

2.2 論理関係（第二次財政金融革命の必要十分条件）
物理学的に「墨守」するための、より厳密な論理式は以下の通り。

(Crystal Lattice Identity) ∧ (Quantum Confinement) ⟺ HPUCD Resonance

2.3 衛星通信によるグローバル同期と QUC ≡ 0

個々の支払・受領端末内に刻まれた「物理的な和音」は、衛星通信による超高精度な時刻同
期（Time-Stamping）と連動する。

2. **非破壊的抽出: 重なったフィルムから、赤い色だけ、青い色だけを光のフィルターで抜
き出すイメージ
「波動の直交性」とは、複数の波が重なり合っていても、特定の「鍵（QSDPの参照パ
ルス）」を用いることで、他の情報を一切破壊・干渉することなく、特定の取引データ
のみを純粋に分離・抽出できる性質を指す。例えば、おとといの50万単位の月給受領
RUCデータを取り出すことができる。

3. **無限の容量と即時性: この物理的特性により、単一のチップ上に「国家予算規模」の取
引履歴を重ね描きしても、情報の「渋滞」や「上書き消失」は発生しない。各主権（日
銀やFRB）のQSDPは、自身の「和音」だけを正確に聞き分けることで、瞬時の残高照
会と決済完遂（QUC の算出）を可能にする。

考察

2009年にBTCがリリースされた事実を勘案すると、インターネットを経由しないで衛
星量子通信で支払認証を行うという発想はサトシにはありえなかったといえよう。

1. Crystal Lattice Identity（結晶格子の固有性）: 単なる「Pure」ではなく、シリコンチ
ップに製造過程で生じた「ナノ指紋（ムラ）」が含まれていること。

2. Quantum Confinement（量子閉じ込め効果）: ナノレベルにまで小さくすることで、波
（位相）が逃げ場を失い、特定の「和音（エネルギー準位）」に固定されること。
この二つが合わさって初めて、「直交性（混ざらずに取り出せる性質）」が担保される。

人工サンクチュアリの掟: 衛星という「天の目」が、地上すべてのナノ共鳴パルスを整
流することで、取引の前後関係を絶対化する。

渋滞の消滅: 決済が「検証待ち」という計算の行列（Queueing）を必要とせず、光（電
磁波）の速度で完遂されるため、系全体での QUC ≡ 0** が数学的・物理的に保証され



2.4 実例による説明
京都にいる私がアリゾナの知り合いが売ろうとしている１ドルのポスターを購入するとき、

相手の受領手段であるスマホのチップのIDを特定しなければならない。BTCなら、知人の公
開鍵のアドレスを教えてもらうことになるが、NMOの場合には、スマホが、衛星経由でア
リゾナのスマホへ「君のナノ指紋の和音を聞かせてくれ」とパルスを送る。

2.5 中央銀行の「相転移」：発行体から導通体へ
本技術の確立は、通貨発行コストを極限まで引き下げ、偽造リスクを物理的に消滅させる。
これに伴い、中央銀行の役割は紙幣の物理的供給から、「高度なナノ共鳴チップを搭載した
決済インフラの配布と維持」へと進化する。

る。

1. 個体認証： アリゾナのチップが「私はこの原子配置を持つ唯一の個体です」と、固有の
共鳴パターン（ID）で返答する。

2. PUC ≡ RUC の成立： 世界共通のMaster QSDPが「よし、相手は本物だ」と判定した
瞬間、京都のチップで PUC が減り、アリゾナのチップで RUC が増える。

3. ナノ共鳴による「和音」の刻印：送金が確定した瞬間、両者のスマホ内では「文字デー
タの書き換え」ではなく、以下の理的な相転移が実行される。

京都（支払側）：支払端末内のナノチップにおいて、1ドル相当のエネルギーパルス（量
子）が「逆位相」として干渉し、チップが保持していた「和音（QUCの位相同期）」を
減衰させる。これにより、支払った価値の分だけチップ内のエネルギー状態が物理的に
遷移（PUC の発生）する。
アリゾナ（受領側）：送信されたパルスが、アリゾナのチップ固有の「ナノ指紋」と共
鳴し、新たな「和音」として位相同期を定着させる。1ドルという価値の余韻が、シリ
コン結晶内の原子たちの「新しいリズム」として固定（RUC の受領）され、次の決済
までその状態を「墨守」し続ける。

公共財としての導通:
通貨の本質は「価値の導通」にあり、中央銀行はそのインフラを保護する「サンクチュ

アリ（聖域）の守護者」となる。各国中央銀行は、政府の経済方針に基づき独自の

QSDPを設定し、リアルタイムでの財政・金融政策の執行（チャージ制御）を実現す
る。



2.6 QSDPによる主要チャージ体系

裁量チャージ 対応政策 政策的機能

カルドア税 財政政策 消費税・所得税を統合。流通量に応じた税収の自動確保。

ゲゼル項 金融政策 通貨滞留（QUC）期間へのチャージ。流動性トラップ解消。

**各国政府は、QSDPのチャージ率を随時改定・アナウンスすることで、サンクチュアリ内
の流通速度を秒単位で調整し、物価と雇用の安定を自律的に制御することが可能となる。

2.7 「ゼロ金利国債」と新規発行の自動制御
QSDPの実装により、従来の利子付き国債の発行は歴史的遺物となる。これに代わるのが、
「カルドア税減免インセンティブによる資金調達」である。

2.8 Master QSDPによる外国為替市場の歴史化
現在の外国為替市場や銀行間インターバンク市場は、情報伝達の遅延と、価値保存を不安定

な「計算」に委ねていた時代の「巨大な構造的バグ（渋滞）」として、後世の教科書にのみ
記述される存在となる。
Master QSDP（国際決済標準プロトコル）は、投機的な「為替市場」を介在させず、衛星
通信とナノチップがリアルタイムで計測する「物価パルス」に基づき、通貨間の交換比率を
物理的に自動決定する。

1. 利子に代わる税減免: 政府は、国債ワレットへの送金（資金提供）に対し、償還期限に
応じた「カルドア税の将来的な減免率」を付与する。国民や企業は、利子ではなく「将
来の決済コストの低減」をインセンティブとして、自発的に政府ワレットへ資産を移動
させる。これが「ゼロ金利国債」の実態である。

2. 新規発行（通貨膨張）の自動トリガー: 国債の償還期において、徴収済みのカルドア税
総額が償還額に不足する場合にのみ、QSDPを通じて不足分が「新規発行」される。

3. 財政の物理的均衡: これにより、財政赤字は「計算上の負債」ではなく、サンクチュア
リ内の「導通効率と税収の差分」として可視化され、インフレ率（物価パルス）と連動
した極めて精緻な通貨供給管理が達成される。

物理的購買力平価（PPP）の直結: 各サンクチュアリ（主権）内のQSDP端末は、エネル
ギーコスト等の「標準的な財の価格」を常時モニターしている。円とドルの交換が必要
となった瞬間、市場の思惑ではなく、「その瞬間の物理的な購買力の比率」によって両通
貨をダイレクトに同期（ペッグ）させる。
投機的介入の物理的排除: ヘッジファンドが計算機パワーを用いて「思惑」による空売
りを仕掛けようとしても、Master QSDPは「実需の比率」から逸脱した共鳴（導通）を
物理的に拒絶する。市場を通さない決済は、為替スプレッド（摩擦）を消滅させ、
NVIDIAの支払パルスはそのままの純度でアドバンテストの「ナノ構造」へと導通する。
為替リスクの「エネルギー散逸（ゲゼル項）」への転換: 従来の為替リスク（将来的な価
値変動の恐怖）に対し、本理論は「価格の変動」ではなく「ゲゼル項（保持チャージ
率）の動的調整」による解決を提示する。通貨間の価値に不均衡が生じた際、レートを

変更するのではなく、当該通貨の「散逸（チャージ）」の速度を微調整することで、系

全体の整合性を保つ。これにより、あらゆる決済において常に PUC ≡ RUC（計画と実

現の一致）へと物理的に収束させるのである。



3 NMOによるハイエク自由通貨構想の実現
QSDPがもたらすのは、管理された自由である。人々は物理的なチャージ（掟）からは逃れ
られないが、どの価値（通貨）を信じるかという選択において、国家を審判する権利を手に

する。ハイエクの自由通貨構想は、ナノ共鳴という物理的競争原理を得て、ここに完全なる

結実を見る。

3.1 「場所の掟」と「選択の自由」の分離
QSDPにおける決済は、GPS（衛星）が示す「主権（サンクチュアリ）」のルールから逃れ
ることはできない。

3.2 「悪貨は良貨を駆逐する」のナノ的発現

3.3 ハイエク思想の「完全貫徹」
これこそが、ハイエクが夢見た「通貨の非国有化」の物理的実装である。QSDPにおいて、
中央銀行が勝手に通貨価値を希釈させる行為は、「QSDPパルスの過剰送出（オーバー・レ
ゾナンス）」**に相当。

サトシ・ナカモトは『計算』で信用の問題を解決しようとしたが、それはヘッジファン
ドという『計算の怪物』に遊び場を与えたに過ぎない。我々が提唱するQSDPは、通貨
を物理学の手に取り戻し、投機家が国家を揺さぶる時代に終止符を打つ。外国為替市場
は、かつての石貨や貝貨と同じく、博物館へと移送されるのである！**

一意のチャージ: 日本国内であれば、どの通貨を選ぼうとも、日銀の定めた「カルドア
税（取引税）」と、その土地の「重力（ゲゼル項・滞留税）」が物理的に適用されます。
ここは選択の余地なき「公理」である。
画面の表示: スマホには「どの通貨のRUC（残高）を消費するか？」という選択肢だけ
が表示さる。

合理的な選択: 人々は画面を見て、「今、購買力が落ちている（インフレ傾向にある）通
貨」、あるいは「保有コスト（ゲゼル項）が他より高い通貨」から優先的に支払いに回
す。
物理的保存: 手元には、より価値が安定している（あるいはゲゼル項が低い）「良貨」を
貯蔵（Quiescent）し、市場には「劣りつつある貨幣」を流通（PUC）させる。
結果: この「吐き出し」の連鎖が、皮肉にも**「流通の速度（Velocity）」を最大化させ、
経済を活性化（エントロピーの循環）させる。

実態: 市場に実需（エネルギーや財）の裏付けがないにもかかわらず、中央銀行が自分
たちのワレットから民間のワレットへ、一方的にRUC（受領ユニット）を書き込むパル
スを乱発することである。
物理的帰結: チップ内の「和音」が過密になりすぎ、実物資産との共鳴バランスが崩れ
ます。これがQSDPにおけるインフレの正体。
政府への規律: もしある政府（中央銀行）がQSDPパルスの過剰送出をしてインフレを招
いたり、あまりに高いゲゼル項を設定すれば、人々はその通貨を「即座に手放すべきゴ
ミ」として扱い、誰も貯蔵しなくなる。
物理的淘汰: 通貨の選択（Vote）がナノ秒で繰り返されることで、不誠実な通貨のQSDP
は市場から物理的に「切断」されます。政府は「人々から選ばれ続けるため」に、健全
な通貨政策を墨守せざるを得なくなるのです。



4 NMOは平和の番人となる
QSDPの導入により、戦争という「最大の経済的不協和音」は物理的に継続不能となる。
軍事予算の段階で隠蔽を図ろうとも、戦車やドローンの大量発注（支払）が実行された瞬

間、そのパルスはMaster QSDP（国際決済標準プロトコル）によってリアルタイムで検知
される。破壊のための兵器に莫大な価値（パルス）が流れると、その国の「和音」には特有

の不協和音（ディソナンス）が生じ、以下の物理的抑止が自動発動する。

1. ゲゼル項（滞留チャージ）の強制上昇: Master QSDPが「破壊活動による不協和音」を
検知した瞬間、当該サンクチュアリの通貨を保持することに対するチャージ率を爆発的
に引き上げる。これにより、侵略者が戦車を発注するたびに、自国通貨の購買力が物理
的に蒸発（散逸）し、軍事行動の継続を阻む。

2. 導通拒絶（物理的エンバーゴ）: 他国のQSDP端末が、侵略国の「ゆがんだ和音」との共
鳴を物理的に拒否する。これは政治的決断を待たずして発動する「原子レベルの経済封
鎖」であり、なりすましや迂回を許さない。

3. 通貨の「属性（エコー）」の可視化: 支払パルスには「実需の履歴」が刻印される。市民
がスマホで決済する際、その通貨の「軍事支出への加担率」が可視化される。人々は自
発的に「平和な和音」を保つ通貨を選択し、侵略者の通貨を「死んだノイズ」として市
場から淘汰する。
戦争とは、物理学的にはエントロピーの増大であり、QSDP上の導通効率を著しく低下
させる行為である。物理法則に基づいた新貨幣秩序（NMO）は、銃声が響く前に経済を
機能不全に追い込むことで、人類に恒久的な平和の調律（ハーモニー）をもたらすので

ある。


